
宇和島市　Gov-Cloud先行事業スケジュール（ステップ）_220428改訂
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作業概要
先行事業計画書

アクセス概要図

1 ガバメントクラウド 1.1 環境構築

整理

2 公募、計画、計画認定 2.1 一次計画書作成

2.2 二次計画書作成

2.3 環境条件確認・整理

（必要環境条件の提示）

3 構築許可、構築 3.1 回線敷設

（RKKCS⇔Gov-Cloud）

3.2 回線敷設（正・副）

（宇和島市⇔Gov-Cloud）

3.3 OS設定・NW・M/W

セットアップ

4.1 宇和島市データ（検証用）

をリフトし移行性の検証

4.2 業務セットアップ

宇和島市稼働業務分

4.3 RKKCSシステム検証

オンライン・バッチ処理確認

4.4 データ連携確認

4.5 周辺機器動作検証

（OCR・スキャナなど）

4.6 職員によるシステム検証

・運用テストを行う

4.7 検証結果集約

4.8 報告書作成・報告会

5.1 検証環境へ本番DBをリフト

6.1 Gov-Cloud環境上での

職員による連携確認等

移行、運用保守 Gov-Cloudを使用した本番運用を開始する 7.1 Gov-Cloud環境を本番

とした運用開始

8 標準準拠システム 8.1 先行業務Gテスト期間

検証フェーズ

8.2 第１Gテスト期間

8.3 第２Gテスト期間

9 宇和島市 9.1 先行業務G運用テスト

標準準拠システム

運用テストフェーズ 9.2 第１G運用テスト

9.3 第２G運用テスト

10 標準準拠システム 10.1 先行業務G

移行フェーズ 本番運用開始

10.2 第１G

本番運用開始

10.3 第２G移行期間

本番運用開始

11 標準準拠システム 11.1 宇和島市以外のユーザー

切替・他団体 標準準拠システム運用開始

2021年度（令和3年度） 2022年度（令和4年度） 2023年度（令和5年度） 2024年度（令和6年度） 2025年度（令和7年度）

第2四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第2四半期 第３四半期 第４四半期 第1四半期 第2四半期 第３四半期 第４四半期 第1四半期 第2四半期 第３四半期 第４四半期 第1四半期 第2四半期 第３四半期 第４四半期

マイルストーン

先行事業スケジュール

ステップ
小項目

Level1 Level.2

クラウドベンダーによりGov-Cloud環境構築を行う

先行事業の計画案の策定、計画書の作成を行う

・役割分担、検証範囲、契約事項、環境面の整理、

プロジェクト計画など

Gov-Cloudへ回線敷設し、RKKCSシステム開発環境

の構築する

・RKKCSからGov-Cloudへ接続する専用線を敷設す

る

・宇和島市とGov-Cloudの回線敷設する（正・副2

回線）

P.17参照

5 データのリフト Gov-Cloudへ本番データのリフトを検証環境へ行う
P.19参照

6 クラウド・回線の検

証（テストデータ）

本番データを使用した運用確認を行う

・住基ネット、副本登録、他社連携を想定 P.20参照

7
P.21,22参照

Gov-Cloud環境で標準準拠システムのテスト及び切

替手法等を確認する

宇和島市による標準準拠システムのシステム検証・

運用テストを行う

グループ毎に標準準拠システムへ本番運用を行う

宇和島市以外のユーザーを標準準拠システムへ移行

する

4 クラウド・回線の検

証（テストデータ）

検証環境を構築し、宇和島市とRKKCSの双方にてテ

ストデータを使用し、回線（正・副の回線切り替え

検証含む）やクラウドにおけるセキュリティ・可用

性・性能・拡張性を検証する

・開発環境から検証環境へ移行

・現行本番データをリフトし、テストデータを作成

・RKKCSにて、業務セットアップ、動作確認を行う

・宇和島市職員によるシステム検証・運用テストを

行う

・各検証結果の情報を集約し、報告資料作成および

報告会を実施する

P.18参照

ガバメントクラウド利用自治体 順次拡大
先行事業

（ガバメントクラウド環境での動作検証・運用の確認、 効率的な移行方法を検討等）

凡例

共     同     クラウドベンダー

R K K C S 宇和島市

ガバメントクラウドへの総合行政システム（標準準拠予定業務含む）の適用を見据えたスコープ

（大項目１～6　検証フェーズ）

①ガバメントクラウドへのシステム適用を見据え、RKKCSとガバメントクラウド環境の接続確認

②現在RKKCSデータセンターで提供しているシステムがガバメントクラウド上で動作するか確認する。

（大項目７　ガバメントクラウド環境での実運用、切替検証フェーズ）

③検証フェーズでの確認が成功した後、ガバメントクラウド上で既存システムでの本番運用を行う。

対象業務：RKKCSクラウドサービスにて宇和島市へ提供している全ての業務

（大項目8～10　標準準拠システムの開発、切替検証フェーズ）

④２０２３年度以降は、標準準拠対応システム適用に向けて開発・データ移行・切替手法の確認を行う。

先行業務G：住民記録

第１業務G：介護保険、障害者福祉、就学、固定資産税、個人住民税、法人住民税、軽自動車税、（収滞納管理）

第２業務G：選挙人名簿管理、国民年金、後期高齢者医療、生活保護、健康管理、児童手当、児童扶養手当、子ども・子育て支援

※国民健康保険は、どのグループに属するか明確にされてないため保留

標準準拠システムへの移行

（R7年度末までに原則移行）

報告会にて次フェーズ実施の判断

仕様策定・仕様の調整

（データ要件・連携要件等、17業務の機能要件）

基

準

先行事業

公募

▼クラウド事業者決定
▼検証受託業者決定

▼計画の採択

▼


